
予算要求資料
令和２年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費　
	事業名　新　全国高等学校総合文化祭開催準備費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　岐阜県環境生活部県民文化局　文化伝承課　教育文化係　
電話番号：058-272-1111（内3576）

　　　　E-mail：c11148@pref.gifu.lg.jp  
１　事業費　　7,007千円（前年度予算額：0千円）

＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	7,007
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	7,007

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・2019年6月に、文化庁より2024年全国高等学校総合文化祭（略称：全国高総文祭）の本県開催内定の通知を受けた。全国高総文祭は、毎年７月下旬から８月上旬に開催される各都道府県代表高校生による芸術文化活動の祭典であり、開催５日間で全国から約２万人の高校生が集まり、開催中の観覧者は約10万人に達する。毎年皇室からご臨席を賜り、海外から２～３団体の高校生を招聘している。
・全国規模の祭典を開催には綿密な事前準備が不可欠である。開催内定後、先催県は大会に向けての視察や情報収集、関係者への説明、各種公募など準備作業を本格化させており、本県も同様の取り組みを行う必要がある。
（２）事業内容

・開催準備委員会開催に向けた調整と準備活動。

・全国総文祭関係の会議への参加、大会視察を通じた情報収集。
・開催年に向けた関係市町村や関係団体等への説明と支援依頼、連絡調整。
・大会開催に向けた周知活動。

・大会運営に向けた高文連の部門強化及び未設置部門の設置、連携強化
（３）県負担・補助率の考え方

　　  開催県としての責任を果たすことに加え、岐阜の素晴らしさを広く全国、世界に発信することができる。また大会を通じて、県内の高校生を中心に多くの市民が高い芸術文化活動に触れることができ、その結果として芸術文化活動の一層の振興が期待できるので、県が費用を負担することは妥当である。
（４）類似事業の有無
なし。

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	1,742
	会議参加、大会視察、県内調査活動、会議開催、有料道路料金、タクシー料金等

	需用費
	55
	用紙、燃料費

	役務費
	17
	郵送料

	委託料
	1,790
	県内中学生・高校生への周知チラシ

	使用料及び賃借料
	143
	レンタカー料金、会場使用料

	負担金、補助金及び交付金
	3,260
	会議参加費、高文連への負担金（高文連実務担当者調査活動、高文連新設部門支援、部門育成・強化支援）

	合計
	7,007
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
教育ビジョンにおいて、「スポーツ・文化等の分野で個性を伸ばす教育の推進」が目標として掲げられている。
（２）国・他県の状況

　開催内定後、先催県は全国総文祭関連会議や大会視察を通じて情報収集を本格化させている。また、開催年度が近付くにつれて組織の人員や予算規模が増やされ、各県とも開催４年前には開催準備委員会を開催、開催３年前には開催会場の内定や大会に関する各種制作物の公募・決定等を行っている。
（３）後年度の財政負担
　　　開催年に向けて、順次組織の人員と予算規模を増やしていく必要がある。

（４）事業主体及びその妥当性
　　　開催県としての企画立案、関係機関との調整を行うため、県が事業主体となるのが妥当である。
事業評価調書（県単独補助金除く）

	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　全国高等学校総合文化祭の開催年に向けて、開催会場や大会テーマやマーク、マスコットやイメージソング等の決定、準備組織の発足、開催市町村や高文連等関係機関との調整を行い、万全の態勢で大会開催を迎える。そして、全国から参加する高校生と岐阜県にとって、有意義で一生の思い出に残る大会が実現できることを目指す。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業

開始前
	指標の推移
	現在値

(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	開催準備進捗率
	0％
（H30）
	（H　）
	（H　）
	0%
（H30）
	100%
（R6）
	0％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	開催内定に向けた文化庁との報道発表や知事記者会見の調整、先催県での会議参加、先催県からの情報収集等を実施。


（前年度の成果）

	6月4日に行われた知事記者会見を通じて、県民への開催を周知できた。また、先催県での会議を通じて、情報収集を図ることができた。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)
　 ○
	海外との国際交流や全国の高いレベルの文化部活動を体得できる貴重な機会である。開催県として、芸術文化活動の一層の振興に寄与するためとても意義があり、事業の必要性が高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	新規事業のため、有効性は評価できない。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)


	新規事業のため、効率性は評価できない。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
全国から多くの参加者を迎える行事であり、2024年本県開催へ向け、引き続き情報収集を進めるとともに、県内各地への説明と依頼、県庁内・岐阜県高等学校文化連盟との調整作業を進める必要がある。また、未設置部門が３つあるので、高文連と連携してできるだけ早く設置すること、高文連実務担当者の調査活動を支援して次年度末に開催予定の開催準備委員会の準備が円滑に進むようにすることが必要である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

2024年開催へ向け、次年度末に開催準備委員会を開催するための準備作業に取り組む。また、会場候補施設の視察・調査、未設置部門設置、既存部門の育成・強化支援、実務担当者の高知総文祭視察や和歌山県リハーサル大会視察を通じて情報収集と開催準備委員会に向けた活動を本格化させていく。


（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
	組み合わせ予定のイベント又は事業名及び所管課
	【○○課】

	組み合わせて実施する理由や期待する効果　など
	


